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 トヨタによるxEV用全固体電池の開

発が発表されて以降、 xEV用全固

体電池に注目が集まっています。全

固体電池の実用化によりxEVの性能

は飛躍的に向上し、xEVモデルの普

及が急速に進むことが想定されます。

 車載全固体電池開発は、トヨタ以外

のメーカーでも積極的に行われており、

2025年以降、搭載モデルの本格的

な市場形成が予測されます。

 本書では、自動車メーカー、電池メー

カー及び材料メーカーにおける全固

体電池の技術開発動向、特許出願

状況を分析、2030年に至る車載全

固体電池の技術動向を分析し、搭載

車両の市場規模予測を行います。

 また、トヨタやFiskerの全固体電池

搭載xEVの2022年頃の実現可能性

を分析、全固体電池採用xEVモデル

とその性能、xEV市場への影響を考

察します。さらに、国内外の全固体電

池特許出願から最先端の技術情報

を網羅してその将来像を描きます。
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第１章 xEV市場動向と⾞載電池
1. xEV 電池市場の現状
(1) 世界xEVモデル市場規模推移
(2) 電池種類別xEV市場規模推移
(3) xEVモデル電池スペックの現状
2. ｘEV ⾞載電池に求められる電池性能
(1) xEV ⾞載電池総容量
(2) xEV ⾞載電池出⼒分布
(3) xEV ⾛⾏距離分布
3. xEVへの全固体電池搭載
(1) 全固体電池の種類
(2) 全固体電池採⽤の利点
(3) 全固体電池搭載の意味

第2章 全固体電池技術開発動向
1. xEVモデル搭載への課題
(1) ⾼エネルギー密度化/小型化
(2) ⾼出⼒密度化/低内部抵抗化
(3) 製造プロセス技術/量産技術
(4) 温度特性/耐振動性/信頼性
(5) コスト低減/安全性
2. ｘEVモデル搭載への条件
(1) 従来⾞載電池との比較
(2) 搭載電池容量/xEV航続距離
(3) 充電時間短縮/⾼出⼒化
3. 全固体電池関連特許出願/公開分析
(1) 全固体電池関連特許出願/公開件数推移
(2) 企業別全固体電池特許出願/公開件数比較
(3) 海外全固体電池メーカー公開特許情報

第3章 材料メーカー動向/要素技術
1. 全固体電池材料メーカー動向
(1) 三井⾦属
(2) 出光興産
(3) 住友⾦属鉱⼭
(4) オハラ
(5) 三菱学ガス化学
(6) 富士フィルム
(7) ＮＯＫ
(8) 住友電気工業
(9) 富士通
(11) 栗本鐵工所
(12) 東レ

2. 全固体電池材料要素技術
(1) 固体電解質（硫化物系/酸化物系/他）
(2) 正極材(NMC/LMO/LFP/他)

(3) 負極材(Si系/TLO系/他）
3. 全固体電池材料開発の課題
(1) 界面抵抗低減技術
(2) 硫化⽔素発⽣防⽌
(3) 固体電解質熱劣化抑制

第３章 電池メーカー開発動向
1. ⽇⽴製作所
(1) 錯体⽔素化物固体電解質
(2) 150℃耐熱性で⾞載電池へ
2. 村田製作所
(1) 酸化物系と硫化物系での開発
(2) ソニーの全固体電池技術導入
3. ⽇⽴造船
(1) 全固体電池2018年⽣産へ
(2) 量産技術構築によるxEV展開
4. ⽇本特殊陶業
(1) 非焼結型酸化物系積層電池の技術
(2) EVモデル搭載へ⼤容量化推進
5. ⽇本ガイシ
(1) 酸化物系固体電解質LLZによる開発
(2) IoT⽤途を想定したチップ電池
6. パナソニック
(1) ⾞載電池におけるパナソニックの位置づけ
(2) トヨタとの共同開発による全固体電池
7. FDK

(1) 薄膜型全固体電池製造技術
(2) Li2CoP2O7正極材による全固体電池
8. 積⽔化学工業
(1) ⼤容量フィルム型リチウムイオン電池
(2) 新規有機ポリマー電解質と塗工技術
9. Samsung SDI

(1) 400Wh／kg全固体電池開発へ
(2) ⾞載全固体電池2025年実⽤化想定
11. TDK

(1) チップ全固体電池2018年量産
(2) 酸化物系電解質によるCeraCharge

10. Solid Power

(1) ⾦属リチウム正極による全固体電池
(2) BMW/Mercedesでの実⽤化措定

12. Sakti3

(1) Dyson傘下で⾞載全固体電池開発
(2) エネルギー密度1100Wh/Lを実現

第４章 ⾃動⾞メーカー採⽤動向
1. Toyota

~ 三井⾦属固体電解質量産で2022年実⽤化へ~

2. Honda

〜全固体電池開発を発表/2020年EVモデル展開~

3. BMW

~ Solid Power 全固体電池搭載2026年展開か~

4. Nissan Group

~ 2020年⾼容量LIBで500km実現/全固体開発~

5. Fisker

~ 800km⾛⾏全固体電池搭載EMotion発売へ~

6. VW Group

~ 2025年ｘEV80モデル/Audi Level5全固体へ~

7. Dyson

~ 2020年EV発売へ/全固体電池搭載EV展開へ~

8. Hyundai

~ 独自開発全固体電池搭載xEV2030年までに~

9. Mercedes

~ Solid Power 48V 全固体電池搭載MHV展開~

10. General Motors

~ Sakti3 との提携で全固体電池実⽤化想定か~

第５章 全固体電池搭載xEV市場予測
1. 全固体電池ｘEVモデル市場展望
(1) 2022年投入か Toyota VS Fisker

(2) 2025年 全固体電池モデル間競争へ
(3) 全固体電池xEVモデル市場規模予測
2. xEVモデル全固体電池総容量規模予測
(1) xEVモデル全固体電池総容量予測
(2) xEV全固体電池搭載容量別総容量規模予測
(3) xEV全固体電池種類別総容量規模予測
3. 全固体電池xEVモデル
(1) 全固体電池xEV vs 従来型xEV 

(2) 全固体電池 無機Type vs 樹脂Type

第６章 全固体電池 特許出願個表
(1) 国内企業全固体電池関連特許出願
(2) 主な海外企業全固体電池特許出願
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